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春の楽寿園に 
　お出かけください

問楽寿園（緯９７５－２５７０）

ツリークライミング

　専用のロープやサドル（安全帯）、安全保護具を使
って木に登り、自然との一体感を味わいます。木の上
から見ると新しい発見がいっぱい。
とき　５月１５日㈰①午前１０時～正午、②午後１時～３時
ところ　小浜の森入口集合
対象・定員　小学１年生以上・①②ともに先着１２人程度
費用　１人２,５００円（器材レンタル、保険、体験料込）
※付き添い無料、楽寿園入園料別途必要
持ち物　運動しやすい服装（長袖、長ズボン）、タオ
ル、運動靴、飲み物、着替えなど
申込み　５月１３日㈮までに、楽寿園へ。

春のふれあい動物広場

　ミニチュアホースやアルパ
カを間近で見られるチャンス。
とき　４月１０日㈰午前１０時～
午後３時
ところ　楽寿園どうぶつふれあい広場

楽寿の森マルシェ出店者募集

　地域のママさん作家のハンドメイド品、ワークショ
ップ、飲食物などが集合。あなたも手作りの作品を販
売してみませんか。
とき　７月１８日（月・祝）午前１０時～午後３時
ところ　楽寿園内
申込み　４月２０日㈬（必着）までに楽寿園（〒４１１－
００３６一番町１９－３）へ。※詳しい募集要項は楽寿園
ホームページ、または楽寿園へ。

平成２９年３月３１日まで有効 平成２９年３月３１日まで有効平成２９年３月３１日まで有効平成２９年３月３１日まで有効

　　　　　　　１人１枚
楽寿園三島市民招待券

※楽寿園の料金改定に伴い、市民招待券の発行は平成２７年度から広報みしま４月１日号のみ（年間１回）となりました。

楽寿園の市民招待券をご利用ください
▼平成２８年４月１日から三島市民の皆さんが利用できます。切り離してお使いください。

　　　　　　　１人１枚
楽寿園三島市民招待券

　　　　　　　１人１枚
楽寿園三島市民招待券

　　　　　　　１人１枚
楽寿園三島市民招待券

三島でインディア２０１６カレー博in楽寿園

とき　４月１７日㈰午前１０時～午後４時
ところ　楽寿園内
内容　▶カレーブース（全９店）　本場インドカレー
や子どもも食べられるカレー、ドリンク、ラッシー、
インドビールなど※すべてチケット制。園内特設
ブースで販売（余ったチケットは当日に限り返金
可）。カレーは１杯３００～９００円

▶インディアブース　インドを体感できるブース
▶新鮮野菜が手に入るマルシェ
▶ステージショー　インド舞踊、ヨガパフォーマンス、
青空カレー学校（カレーにちなんだ面白話を聞ける
授業）など※内容は変更になる場合有り

みしまブックフェス 
～書を持ってまちに出よう～

　「子ども読書の日」に合わせ、市内３個所で本を楽
しむイベントを開催します。古本市出店者も募集中。
とき　４月２３日土午前１０時～午後３時
ところ　①楽寿園②大社の杜③図書館
内容　①古本市、幅充孝さん（ブックディレクター）
によるトークショー、ジンタ号がやってくる（貸し
出しには身分証や貸出カードが必要です）、紙芝居
②ことばのパズル（優秀作品には賞品有り）、旅す
る本屋放浪書房、おもしろ本屋出店ブースなど、楽
しいコンテンツ盛りだくさん③パラパラ絵本を作ろ
う※内容は変更になる場合有り

申込み・問合せ　商工観光課（緯９８３－２７６６）※詳細
は楽寿園ホームページをご覧ください。

見本　　　　見本　　　　見本　　　　見本
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今
回
は
、
山
中
城
の
戦
い
で
討
ち
死

に
し
た
豊
臣
方
の
武
将
・
一
柳
直
末
ゆ

か
り
の
史
蹟
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

戦
国
時
代
末
、
今
か
ら
四
二
六
年
前

の
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
春
、
豊

臣
秀
吉
が
小
田
原
北
条
氏
の
攻
略
に
乗

り
出
し
ま
し
た
。
そ
の 
緒
戦 
と
な
っ
た

し
ょ
せ
ん

の
が
、
三
月
二
十
九
日
明
け
方
に
始
ま

っ
た
山
中
城
の
戦
い
で
す
。
圧
倒
的
な

兵
数
で
臨
ん
だ
豊
臣
方
の
軍
は
、
正
午

過
ぎ
に
は
同
城
を
落
と
し
、
箱
根
道
を

進
軍
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

一
柳
直
末
は
、
元
亀
元
年
（
一
五
七

〇
）
よ
り 
木
下
藤
吉
郎 
秀
吉
（
後
の
豊

き
の
う
し
た
と
う
き
ち
ろ
う

臣
秀
吉
）
に
仕
え
、
各
地
の
戦
で
活
躍

し
た
武
将
で
す
。
天
正
十
八
年
（
一
五

九
〇
）
小
田
原
合
戦
に
随
行
し
、
山
中

城
の
戦
い
で
先
鋒
を
つ
と
め
、
鉄
砲
の

銃
弾
に
胸
を
射
抜
か
れ
て
討
ち
死
に
し

ま
し
た
。
古
参
の
家
臣
・
直
末
の
討
ち

死
に
の
報
せ
を
聞
い
た
秀
吉
は
、
持
っ

て
い
た
箸
を
と
り
落
と
し
て
絶
句
し
、

三
日
間
悲
嘆
に
暮
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

直
末
が
討
死
す
る
と
、
そ
の
首
は 
旗 はた

 
指 
（
戦
場
で
主
人
の
旗
を
持
っ
て
従
う

さ
し武

士
）
に
よ
っ
て
持
ち
去
ら
れ
、
黄
瀬

川
沿
い
の
長
久
保
村
（
現
・
長
泉
町
下

長
窪
）
に
埋
め
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

胴
体
は
戦
場
に
残
さ
れ
、
箱
根
西
坂
の

笹
原
新
田
に
埋
め
ら
れ
た
ら
し
く
、
慶

長
七
年
（
一
六
〇
二
）
に
同
地
に
一
柳

庵
と
い
う
堂
舎
が
建
て
ら
れ
、
菩
提
が

弔
わ
れ
た
よ
う
で
す
。（
写
真
①
）

　

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
こ
の
直
末
の

子
孫
の
中
か
ら
、
先
祖
の
名
声
を
後
世

に
伝
え
よ
う
と
す
る
動
き
が
で
て
き
ま

し
た
。
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
に

は
播
磨
国
（
現
・
兵
庫
県
）
小
野
藩
第

二
代
藩
主
・
一
柳 
末
礼 
が
、
一
柳
庵
の

す
え
ひ
ろ

墳
墓
を
山
中
新
田
に
あ
る
宗
閑
寺
の
境

内
に
移
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
墳
墓
が

路
傍
の
茶
店
の
背
後
に
位
置
し
て
い
た

た
め
、 
祭
祀 
が
行
わ
れ
な
く
な
る
こ
と

さ
い
し

を
危
惧
し
て
の
措
置
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に
は
末
礼

の
孫
に
あ
た
る
小
野
藩
第
五
代
藩
主
・

一
柳 
末
栄 
、
そ
の
子
・ 
末
英 
（
第
六
代

す
え
な
が 

す
え
ふ
さ

藩
主
）
の
両
人
に
よ
っ
て
、
宗
閑
寺
の

直
末
墓
前
に
そ
の 
事
蹟 
を
刻
ん
だ
石
碑

じ
せ
き

が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
②
左
手
）

　

昭
和
に
入
る
と
、
再
び
直
末
の
功
績

が
顧
み
ら
れ
ま
す
。
直
末
の
弟
の
系
譜

に
連
な
る
一
柳 
貞
吉 
と
い
う
人
物
が
、

さ
だ
き
ち

直
末
の
旧
跡
の
調
査
と
修
繕
を
行
っ
て

い
ま
す
。
宗
閑
寺
境
内
入
口
に
見
え
る

碑
も
貞
吉
の
働
き
か
け
で
建
立
に
至
っ

た
も
の
で
、
題
字
は
貞
吉
の
旧
師
で
あ

っ
た 
枢
密
顧
問
官 
（
天
皇
の
最
高 
諮
問 

す
う
み
つ
こ
も
ん
か
ん 

し
も
ん

機
関
で
あ
る
枢
密
院
の
構
成
員
） 
松
室 

ま
つ
む
ろ

 
致 
に
よ
っ
て
書
か
れ
ま
し
た
。
昭
和
五

い
た
す

年
（
一
九
三
〇
）
三
月
二
十
九
日
に
除

幕
式
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
③
）

　

こ
の
よ
う
に
市
内
に
現
存
す
る
直
末

史
蹟
の
背
景
か
ら
、
そ
の
子
孫
た
ち
に

よ
る
先
祖 
顕
彰 
の
動
き
を
見
る
こ
と
が

け
ん
し
ょ
う

で
き
ま
す
。

問 郷土資料館（緯９７１－８２２８）

No.３３５

 一柳直末 とその子孫
ひとつやなぎなおすえ

～ 一柳庵跡 ・
いちりゅうあんあと

 宗閑寺 ～
そうかんじ

　

梅
名
の
御
殿
川
右
岸
に
は
、
か
つ
て
梅
縄
城
と
呼

ば
れ
た
城
が
あ
り
ま
し
た
。
梅
縄
城
の
築
城
年
代
は

不
明
で
す
が
、
戦
国
大
名
・ 
後
北
条
氏 
支
配
の
時
代

ご
ほ
う
じ
ょ
う
し

に
は
領
地
の
境
と
韮
山
城
の
間
に
あ
っ
て
繋
ぎ
の
役

割
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る 
平
城 
で
す
。
堀
、

ひ
ら
じ
ろ

土
塁
、
館
、
船
着
き
場
な
ど
を
備
え
て
い
た
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

　

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
豊
臣
氏
に
よ
る
小

田
原
攻
め
に
よ
り
後
北
条
氏
が
敗
れ
た
後
、
徳
川
家

康
の
家
臣
で
掛
川
城
主
も
務
め
た
石
川
家
成
に
与
え

ら
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
初
期
に
家
成
の
養
子
ほ
か
、

数
代
の
居
住
が
あ
っ
た
後
に
城
は
廃
止
さ
れ
、
江
戸

時
代
中
期
に
は
年
貢
や
備
蓄
用
の
穀
物
を
納
め
る 
郷 ごう

 
蔵 
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
郷
蔵
は
明
治
四
年
（
一
八
七

ぐ
ら一

）
ご
ろ
ま
で
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
で

は
そ
の
面
影
を
残
す
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
は
梅
名
郷
土
史

研
究
会
に
よ
っ
て
「
梅

縄
城
址
／ 
御
蔵
場
址 
」

お
く
ら
ば
あ
と

の
石
碑
が
建
て
ら
れ
、

 
稲
荷
社 
が
祀
ら
れ
て
い

い
な
り
し
ゃ

ま
す
。

 
三
島
の
村
名
⑤

　

梅
名

　
（
中
郷
地
区
）

　

― 
梅
縄 
城
―

う
め
な
わ

▲現在の梅名城跡

▲写真①：一柳直末墓
　（一柳庵跡・笹原新田）

▲写真②：直末の事蹟を刻んだ石碑
　（宗閑寺・山中新田）※写真左手▲宗閑時境内

　入口の碑


